
 

「淀川水系河川整備計画策定に向けての 

説明資料（第１稿）」検討にあたっての論点（案）について 

 

●本資料の位置づけ 

・本資料は、「淀川水系河川整備計画策定に向けての説明資料（第１稿）」（以下、説明資

料）を検討する際の基礎資料として頂くため、庶務が作成したものです。 

・説明資料検討にあたっては、「淀川水系流域委員会の提言 030117 版」（以下、提言）が

スタートとなるため、提言と説明資料の内容を比較し、「提言内容が反映されているか」

「抜けている事項は」「具体化すべき事項は」といった視点で、論点（案）を記してい

ます。 

・第１回部会（治水、利水、環境・利用）では、論点（案）について意見交換され、検討

すべき論点の整理、議論が行われる予定です。 

 

●本資料の構成 

・分野別（治水、利水、環境、利用）となっています。 

・真ん中に「説明資料検討にあたっての論点（案）」を示しています。論点（案）の左側

が提言の３章（新たな理念）と４章（計画のあり方）、右側が説明資料の３章（河川整

備の基本的な考え方）、４章（河川整備の方針）、５章（具体の整備内容）となっていま

す。 

 

 

 

 

淀川水系流域委員会 

第 1回治 水 部 会（H15.3.8）

第 1回利 水 部 会（H15.3.8）

第 1回環境・利用部会（H15.3.8）
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